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主 な 内 容

平成 30年長柄町議会第 3回定例会は、9月 25日から 26日までの 2日間を会期として開催されました。
提出された議案等の審議結果は次のとおりです。

第 3 回  定 例 会

申込み・問い合わせ先　TOKYO2020 大会ボランティア運営事務局
URL https://tokyo2020.org/jp/special/volunteer/  email：contact-center@volunteer.tokyo2020.jp
☎ナビダイヤル 0570-08-2020（IP 電話・国際電話からの場合：045-330-3036）平日 9:00 ～ 17:45 受付

Q英語が苦手なのですが、応募できますか。
A�語学力を必要としない活動内容も多くあ
るため、語学に自信がない方でも、ボラ
ンティアとして活躍したいという熱意を
持っている方には、積極的に応募いただ
きたいと考えています。

Q役割によって、特別な資格は必要ですか。
A�「移動サポート（運転等）」の一部の役
割では、普通運転免許が必要です。その
他の役割については、特別な資格を必要
としていません。

オリンピック・パラリンピックの成功はボランティ
アの皆さんの活躍にかかっています。みんなで一
緒に東京 2020 大会を盛り上げていきませんか。

活動内容 競技会場、選手村等における観客サービス、競技
運営サポート、メディアのサポートなど

対象者
・2002年 4月 1日以前に生まれた方
・�日本国籍を有する方又は日本に滞在する資格を
有する方

活動日数等 ・10日以上を基本
・休憩、待機時間を含む 1日 8時間程度

応募期限 12 月上旬（予定）

お渡しする
物品等

ユニフォーム一式、活動中の飲食、ボランティア
活動向けの保険、活動期間中における滞在先から
会場までの交通費相当 1,000 円／日

よくあるご質問

東京２０２０大会　
ボランティア募集中
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第3回定例会　議案等審議結果一覧

議員名

議案名

結　果 川
嶋
朗
敬

鶴
岡
喜
豊

池
沢
俊
雄

三
枝
新
一

山
﨑
悦
功

本
吉
敏
子

山
根
義
弘

古
坂
勇
人

関
民
之
輔

神
崎
好
功

星
野
一
成

月
岡
清
孝議決

結果
賛
成

反
対

議案
第1号

長柄町家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第2号 平成29年度決算認定について 継続審査（各常任委員会へ付託） ―

議案
第3号

平成30年度長柄町一般会計補正予算
（第3号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第4号

平成30年度長柄町国民健康保険特別会計補
正予算（第2号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第5号

平成30年度長柄町農業集落排水事業特別
会計補正予算（第1号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第6号

平成30年度長柄町介護保険特別会計補正予
算（第2号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第7号

平成30年度長柄町浄化槽事業特別会計補
正予算（第1号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議案
第１号

精神障害者も千葉県重度心身障害者医療費
助成制度の対象にすることを求める意見書

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

請　願・議員発議
　今定例会に次の請願が提出され、本会議での審議の結果、全会一致で採択されました。
また、採択された請願に係る意見書の提出については、議員発議として審議され、全会一致で可決し、関係
行政庁へ意見書を提出しました。

件　　名 請　願　者 紹介議員 結 　果

請願第1号
精神障害者も千葉県重度心身
障害者医療費助成制度の対象
とする意見書の千葉県への提
出を求める請願書

長生郡市精神障害者家族会
ひびき会　
会長　江澤　秀夫

本吉　敏子 採　択 全会一致

条例の一部改正
議案第１号　�長柄町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制

定について
　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令が公布されたことに伴い、長柄町家
庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正するものです。
　主な改正の内容は、いずれの項目も、従来の基準を緩和するものです。
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決算認定
議案第2号　平成29年度決算認定について
　平成29年度決算認定については、より詳細な審査が必要なため各常任委員会による継続審査となりまし
た。（各常任委員会の審査は10月17日、18日に実施されました。）

補正予算
議案第3号　平成30年度長柄町一般会計補正予算（第3号）
　予算現額に4,218万9千円を増額し、補正後の予算総額を39億2,592万2千円とするものです。
　主な内容は、定住対策事業における地域資源発掘発信業務や利用者の増加による介護給付訓練等給付事業
及びスマートインターチェンジ周辺整備の経費の増などです。

議案第4号　平成30年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
　予算現額に2,493万6千円を増額し、補正後の予算総額を10億172万7千円とするものです。
　主な内容は、平成29年度国民健康保険療養給付費負担金の実績に伴う返還金によるものです。

議案第5号　平成30年度長柄町農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
　予算現額に1,260万円を増額し、補正後の予算総額を6,660万円とするものです。
　主な内容は、刑部バイパス新設に伴う農業集落排水管移設に係る費用の増によるものです。

議案第6号　平成30年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　予算現額に65万1千円を増額し、補正後の予算総額を7億4,072万8千円とするものです。
　主な内容は、生活支援ボランティア養成等業務の委託費の増によるものです。

議案第7号　平成30年度長柄町浄化槽事業別会計補正予算（第1号）
　予算現額に40万円を増額し、補正後の予算総額を6,600万円とするものです。
　主な内容は、4月の人事異動に伴う人件費の増によるものです。

長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告
　定例会の冒頭に、長生郡市広域市町村圏組合議会議員の池沢俊雄議員から平成３０年第１回長生郡市広域
市町村圏組合議会臨時会及び平成３０年第２回長生郡市広域市町村圏組合議会定例会の報告がありました。
以下、要約したものを掲載します。

　平成３０年第１回長生郡市広域市町村圏組合議会臨時会は７月１３日に開会し、承認１件及び議案３件を
審議し、同日閉会しました。
承認第１号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　（職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について）　　　　
議案第１号　契約の締結について（し尿処理場解体工事を片岡工業株式会社と契約するもの）
議案第２号　�契約の締結について（ごみ焼却施設基幹的設備改良工事を日立造船株式会社東京本店と契約す

るもの）
議案第３号　�監査委員の選任につき同意を求めることについて（議会選出監査委員の退任に伴い、白子町議

会議長職議員の板倉正道氏を選任するもの）

　以上を審議し、承認第1号及び議案第1号から第3号についてはすべて原案のとおり承認、可決、同意され
ました。



11
2018.11  NAGARA

　平成３０年第２回長生郡市広域市町村圏組合議会定例会は８月２８日に開会し、平成29年度各会計の決
算認定案４件及び議案４件を審議し、同日閉会しました。
認定案第１号　平成２９年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計歳入歳出決算の認定について
認定案第２号　�平成２９年度長生郡市広域市町村圏組合特別会計火葬場・斎場事業費歳入歳出決算の認定に

ついて
認定案第３号　平成２９年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計決算の認定について
認定案第４号　平成２９年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計決算の認定について
議案第１号　　平成３０年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計補正予算（第1号）
議案第２号　　平成３０年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計補正予算（第1号）
議案第３号　　火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
議案第４号　　�教育長の任命につき同意を求めることについて（現職の内田達也氏が本年8月31日で任期満

了となるため、再任を求めるもの）

　以上を審議し、認定案第1号から第4号は継続審査となり、決算審査特別委員会へ付託され継続審議とな
りました。また、議案第1号から第4号についてはすべて原案のとおり可決、同意されました。

決算監査報告（要約）

平成29年度長柄町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに関係書類を8月28日、29日、
31日の 3日間で監査を実施いたしました。
審査の結果ですが、各会計の予算額、収入済額、支出済額、歳入簿、現金受払簿により出納
証書類と照査の結果、決算は計数的に誤りがなく、出納処理の内容も正当なものであると認め
られました。
また、歳入歳出全般についての予算執行も適正に処理され、その執行実績についても所期の
目的に沿い、住民福祉の増進が図られていることが推察されました。
財産に関する調書につきましては、公有財産、物品、出資による権利及び基金について、そ
れぞれ調書の計数と財産台帳、備品台帳、預金通帳と照合した結果、計数はいずれも正確であ
ると認められました。
決算規模を前年度と比較すると、歳入歳出とも決算額は減となっていました。
財政健全化法に基づく健全化判断比率の審査につきましては、一般会計の実質赤字比率及び
一般会計と各特別会計を合わせた連結実質赤字比率は各会計の実質収支に赤字が生じていない
ため該当がありませんでした。
実質公債費比率につきましては、地方公共団体の経常的な一般財源である「標準財政規模」
が増加したことから、前年度と比較し改善しました。
将来負担比率につきましては、将来負担額に充当可能な財源等の合計額が、将来負担額を上
回ったことにより国の定める基準以下でした。
いずれの数値も前年度より向上すると同時に早期健全化基準より低い数値となっていること
から、本町においては健全な財政運営がなされていると認められました。
今後も引き続き健全な財政運営をお願いし、決算監査報告といたします。

監査委員　風戸不二夫
山根　義弘
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対
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
な
マ
ン
パ

ワ
ー
の
支
援
、
事
業
全
体
の
要

求
品
質
の
確
保
な
ど
、
導
入
の

メ
リ
ッ
ト
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

　
一
方
で
、
そ
の
利
点
を
得
る
た

め
の
委
託
料
が
伴
う
こ
と
か
ら
、

本
町
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
の
概
算

見
積
も
り
を
依
頼
し
て
い
る
。

※�

Ｃ
Ｍ
…
発
注
者
側
に
立
っ
て
、

コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
品

質
管
理
を
支
援
す
る
手
法
。

議
員

　

今
後
の
進
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
な
の
か
伺
う
。

清
田
町
長

　

Ｃ
Ｍ
の
見
積
も
り
が
提
出
さ
れ

次
第
、
Ｃ
Ｍ
手
法
に
係
る
委
託
金

額
を
示
し
、
協
議
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
な
お
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
Ｃ
Ｍ
の
手
法
に
よ
り
事
業
を

問�

1
．
新
公
民
館
建

設
事
業
に
つ
い
て

議
員

　

現
在
の
状
況
は
ど
う
な
の
か

伺
う
。

清
田
町
長

　

昨
年
6
月
、
新
公
民
館
建
設

測
量
業
務
と
し
て
、
旧
昭
栄
中

跡
地
の
測
量
業
務
を
発
注
し
、

地
形
測
量
及
び
境
界
立
ち
会
い

な
ど
を
実
施
し
本
年
3
月
末
に

業
務
完
了
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
5
月
23
日
の
議
会
説

明
会
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｍ
（
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
に
つ
き
説
明
し
議
会
の
了

解
を
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
こ
の

方
法
は
、
コ
ス
ト
の
縮
減
、
工
期

短
縮
、
職
員
の
ス
キ
ル
不
足
に

一
般 

質 

問

― 
議
員
５
名
が
町
政
を
問
う 

―

清
田
町
長

　

今
年
度
中
に
地
域
再
生
計
画

と
し
て
国
に
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
来
春
、
事
業
実
施
に
係
る
推

進
交
付
金
の
申
請
を
行
う
。
な

お
、
今
後
も
推
進
協
議
会
に
諮

り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

議
員

　

リ
ソ
ル
生
命
の
森
に
１
，

０
０
０
人
を
呼
ぶ
居
住
地
を
設

け
る
と
い
う
話
は
会
議
の
中
で

出
て
い
る
か
伺
う
。
そ
れ
は
い
つ

ま
で
に
す
る
の
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長

　

出
て
い
る
。
報
道
発
表
で
は
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

　

２
０
２
５
年
を
目
標
と
し
て

残
っ
た
時
間
で
、
１
，
０
０
０
人

呼
ぶ
構
想
が
実
現
出
来
る
か
疑

問
で
あ
る
が
い
か
が
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長

　

リ
ソ
ル
生
命
の
森
、
リ
ソ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
と

し
て
も
多
少
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
7
月
31
日
の
推
進
協
議
会
の
中

で
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
確

に
ど
の
く
ら
い
遅
れ
が
あ
る
か
と

い
う
話
は
な
か
っ
た
。

進
め
る
と
し
た
場
合
、
Ｃ
Ｍ
会
社

を
決
定
す
る
た
め
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
決

定
後
、
本
格
的
な
事
業
の
ス
タ
ー

ト
な
る
。

議
員

　

新
公
民
館
は
、
旧
昭
栄
中
跡

地
と
決
定
さ
れ
た
と
認
識
し
て

い
る
が
間
違
い
な
い
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長

　

昭
栄
中
学
校
の
跡
地
で
検
討

す
る
こ
と
で
決
定
し
て
い
る
。

議
員

　

新
公
民
館
は
、
公
民
館
と
学

童
ク
ラ
ブ
の
複
合
施
設
で
間
違

い
な
い
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長

　

複
合
に
つ
い
て
は
、
何
と
何
を

複
合
化
す
る
の
か
、
集
約
化
す
る

の
か
、
一
度
ゼ
ロ
か
ら
話
を
煮
詰

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員

　

新
公
民
館
の
建
設
場
所
は
執
行

部
に
一
任
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

建
て
る
位
置
は
何
処
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長

　

議
会
と
相
談
を
し
な
が
ら
進

め
る
と
い
う
こ
と
で
、
何
も
決

ま
っ
て
い
な
い
。

議
員

　

新
公
民
館
建
設
は
、
執
行
部
と

議
会
の
二
輪
で
進
め
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
間
違
い
な
い
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長

　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問�

2
．
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業

の
進
行
状
況
に
つ
い

て
議
員

　

前
回
2
回
定
例
会
の
町
長
一

括
答
弁
で
あ
っ
た
、
7
月
下
旬

開
催
予
定
の
推
進
協
議
会
の
結

果
を
伺
う
。

清
田
町
長

　

7
月
31
日
に
第
4
回
長
柄
町

生
涯
活
躍
の
ま
ち
推
進
協
議
会

を
開
催
し
、
内
閣
府
へ
申
請
す

る
「
地
域
再
生
計
画
の
内
容
」
及

び
各
事
業
の
進
捗
状
況
の
報
告

が
行
わ
れ
、
再
生
計
画
は
了
承

さ
れ
、
9
月
10
日
に
内
閣
府
地

方
創
生
推
進
事
務
局
に
申
請
し

受
理
さ
れ
た
。

議
員

　

推
進
協
議
会
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
む

の
か
伺
う
。

三
枝 
新
一 
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）
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鶴
岡 

喜
豊 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

の
か
伺
う
。

清
田
町
長

④
町
道
３
０
３
３
号
線
の
道

路
改
良
工
事
は
、
平
成
15
年
5

月
に
要
望
が
あ
り
、
協
議
を
進

め
平
成
24
年
度
か
ら
9
年
間
で

6
億
円
の
計
画
を
策
定
し
、
現

在
7
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
今

後
も
機
会
を
捉
え
な
が
ら
、
関

係
機
関
に
対
し
、
事
業
費
の
確

保
に
つ
い
て
強
く
要
望
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

本
事
業
は
計
数
的
な
事
業
効
果

を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
本

路
線
は
、
町
の
1
級
幹
線
町
道

で
あ
り
、
南
北
に
縦
貫
す
る
動

脈
的
な
特
性
や
地
域
住
民
、
道

路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し

な
が
ら
、
地
域
に
と
っ
て
必
要

十
分
な
道
路
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
費
用
に
対
し
高
い
整
備
効

果
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

議
員

④
町
道
３
０
３
３
号
線
の
経
過

説
明
を
質
問
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
費
用
対
効
果
を
質
問
し

て
い
る
の
で
そ
の
金
額
、
率
を

伺
う
。

建
設
環
境
課
長

④
そ
れ
を
や
る
に
は
か
な
り
膨

大
な
委
託
料
が
か
か
り
、
こ
の

調
査
だ
け
で
何
千
万
円
と
い
う

費
用
が
か
か
る
。

議
員

④
何
で
も
委
託
で
よ
く
な
い
、

自
分
で
や
れ
ば
い
い
と
思
う
が

考
え
を
伺
う
。

建
設
環
境
課
長

④
交
通
量
調
査
の
分
析
は
か
な

り
複
雑
で
、
職
員
が
や
る
と
い

う
の
は
不
可
能
だ
と
考
え
て
い

る
。議

員
④
何
で
も
委
託
で
、
課
長
が
不

可
能
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

金
額
等
数
字
は
出
て
お
ら
ず
、

質
疑
は
平
行
線
だ
と
思
う
の
で

質
問
を
終
わ
り
と
す
る
。

清
田
町
長

③
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
開

始
し
、
住
民
か
ら
積
極
的
な
意

見
が
あ
り
施
策
の
参
考
に
な
っ

た
。
効
果
と
し
て
住
民
と
私
、

職
員
が
直
接
対
話
す
る
こ
と
で

要
望
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
行

政
側
の
考
え
も
伝
え
ら
れ
お
互

い
の
理
解
が
深
ま
り
、
行
政
運

営
へ
の
協
力
に
つ
な
が
っ
た
。

　

2
期
目
は
「
広
報
な
が
ら
」

等
で
定
期
的
に
知
ら
せ
、
5
名

程
度
の
人
数
が
集
ま
れ
ば
開
催

し
て
い
く
。

議
員

④
鴇
谷
地
先
の
町
道
２
１
４
０

号
線
は
費
用
対
効
果
を
考
え
舗

装
幅
員
を
4
メ
ー
ト
ル
か
ら

3
メ
ー
ト
ル
に
変
え
て
実
施

し
た
が
、
大
庭
地
先
の
町
道

３
０
３
３
号
線
の
事
業
費
は

6
億
円
と
聞
い
て
い
る
が
費
用

対
効
果
は
金
額
、
率
は
ど
の
く

ら
い
か
伺
う
。
6
億
円
以
上
の

費
用
対
効
果
が
出
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
費
用
対
効
果
が
出

ず
に
、
２
１
４
０
号
線
の
よ
う

に
舗
装
幅
員
を
狭
く
す
る
な

ら
、
３
０
３
３
号
線
は
、
何
を

減
ら
し
て
事
業
費
を
合
わ
せ
る

問�

な
が
ら
温
泉
の
設

計
及
び
事
業
効

果
、
費
用
対
効
果

に
つ
い
て

①
な
が
ら
温
泉
の
井
戸
の
設
計

に
つ
い
て

②
イ
ノ
シ
シ
駆
除
の
猟
友
会
の

効
果
に
つ
い
て

③
町
長
の
住
民
と
の
昼
食
会
の

効
果
及
び
住
民
又
は
自
治
会
単
位

で
の
対
話
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

④
町
道
３
０
３
３
号
線
（
大

庭
）
の
事
業
費
に
対
す
る
効
果

又
振
り
分
け
率
に
つ
い
て

議
員

①
な
が
ら
温
泉
の
ポ
ン
プ
の
能

力
は
、
吐
出
量
0.3
㎥
／
ｍ
ｉ

ｎ
で
、
一
日
の
吐
出
量
は
、

１
４
４
㎥
で
、
な
が
ら
温
泉
の

使
用
量
は
一
日
２
９
．
３
㎥
で

能
力
5
倍
の
ポ
ン
プ
を
設
置
し

過
大
設
計
だ
と
思
う
が
執
行
部

の
考
え
を
伺
う
。

清
田
町
長

①
な
が
ら
温
泉
の
井
戸
の
設
計

に
つ
い
て
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
始
業
時
刻
か
ら
浴
場
の
利
用

開
始
時
刻
の
間
に
揚
水
し
温
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
該
能

力
を
要
す
る
ポ
ン
プ
を
設
置
し

た
。議

員
②
イ
ノ
シ
シ
駆
除
に
つ
い
て
、

1
市
3
町
の
猟
友
会
に
よ
る
駆

除
が
な
く
な
る
が
、
成
果
及
び

1
市
3
町
と
長
柄
町
で
の
駆
除

の
比
較
を
伺
う
。

清
田
町
長

②
イ
ノ
シ
シ
駆
除
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
度
は
6
頭
、
平

成
28
年
度
は
9
頭
の
捕
獲
で
あ

る
。
駆
除
の
比
較
は
、
こ
れ
か

ら
実
施
な
の
で
実
績
の
比
較
は

ま
だ
回
答
出
来
な
い
。

議
員

③
町
長
は
町
民
と
の
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
き

た
が
そ
の
効
果
を
伺
う
。
ま
た

2
期
目
は
町
民
、
自
治
会
等
の

対
話
の
計
画
が
あ
る
か
伺
う
。
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本
吉 

敏
子 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

議
員

　

本
町
独
自
の
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
作
成
に
つ
い
て
伺
う
。

清
田
町
長

　

先
日
完
成
し
、
健
康
福
祉
課

窓
口
及
び
長
柄
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
。

議
員

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
現
在

の
数
と
今
後
の
目
標
を
伺
う
。

清
田
町
長

　
平
成
29
年
度
末
で
２
５
０
名
、

一
般
サ
ポ
ー
タ
ー
は
１
０
７
名
、

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
・
教
諭

で
１
４
１
名
。
今
後
も
小
中
学
校

で
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
一
般
サ
ポ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
も
年
10
名
程
度
を
養
成

し
て
い
く
。

議
員

　

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家

族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

清
田
町
長

　
10
月
か
ら
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開

設
。
医
療
・
介
護
の
専
門
職
を
配

置
し
、
相
談
支
援
を
通
じ
、
介
護

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

問�

１
．
職
員
の
働
き

方
に
つ
い
て

議
員

　

就
労
時
間
・
残
業
時
間
の
管

理
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

清
田
町
長

　

出
勤
簿
及
び
タ
イ
ム
カ
ー
ド

で
管
理
し
て
い
る
。

議
員

　
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　
時
期
に
よ
り
、
長
時
間
、
月
で

い
う
と
50
時
間
程
度
残
業
が
あ
る

職
員
が
い
る
。
で
き
る
だ
け
早
期

に
改
善
で
き
る
よ
う
に
話
し
合
い

を
し
て
い
る
。

議
員

　

魅
力
あ
る
職
場
と
し
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

清
田
町
長

　

管
理
職
を
中
心
に
、
人
事
評

価
制
度
な
ど
を
通
じ
て
風
通
し

の
よ
い
職
場
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。
組
織
の
在
り
方
を
見

直
し
時
代
に
即
し
、
本
町
に
適

し
た
組
織
を
実
現
し
、
か
つ
職

員
を
適
正
に
配
置
し
て
い
く
。

問�

２
．
な
が
ら
健
康

ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ

い
て

議
員

　
8
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
健
康

ポ
イ
ン
ト
の
付
与
対
象
の
教
室
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

清
田
町
長

　

ポ
イ
ン
ト
付
与
と
な
る
教
室

は
、
公
民
館
・
武
道
館
で
の
51
の

教
室
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
み
の
参
加
者

は
１
１
８
人
で
あ
る
。

議
員

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
担
当
の
専
属

の
担
当
者
の
配
置
を
提
案
す
る

が
考
え
を
伺
う
。

清
田
町
長

　

専
任
の
職
員
を
配
置
す
る
予

定
は
な
い
。

問�

３
．
認
知
症
対
策

に
つ
い
て

清
田
町
長

　

本
年
４
月
か
ら
事
業
を
開
始

し
、
サ
ポ
ー
ト
医
と
毎
月
１
回

の
報
告
会
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
た
方
に
つ
い
て
、

今
後
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

清
田
町
長

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
活
動
は

も
と
よ
り
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

で
の
相
談
役
を
担
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

議
員

　

認
知
症
カ
フ
ェ
（
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
）
に
つ
い
て
伺
う
。

※�

認
知
症
カ
フ
ェ
…
認
知
症
の

家
族
等
が
気
軽
に
集
ま
り
悩

み
を
話
し
合
う
場
所
。

清
田
町
長

　

10
月
か
ら
月
に
1
回
開
設
を

予
定
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気

軽
に
相
談
の
で
き
る
場
を
提
供

し
て
い
く
。

議
員

　

認
知
症
高
齢
者
へ
の
「
悪
質

商
法
」
へ
の
対
応
周
知
に
つ
い

て
伺
う
。

清
田
町
長

　

家
族
や
高
齢
者
を
支
え
る
関

係
者
へ
、
機
会
を
捉
え
、
情
報

を
提
供
し
て
い
く
。

議
員

　

ケ
ア
パ
ス
作
成
に
あ
た
っ
て
誰

が
見
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
認
知
症

ケ
ア
パ
ス
の
用
語
の
解
説
も
つ
け
て

い
た
だ
き
た
い
が
考
え
を
伺
う
。

※�

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
…
認
知
症

の
診
断
を
受
け
た
時
に
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
等
の

情
報
を
集
め
た
冊
子
。

健
康
福
祉
課
長

　

定
期
的
に
そ
の
記
録
を
保
存

し
、
改
善
に
努
め
た
い
。

議
員

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
講
習

を
受
け
た
方
は
長
柄
町
独
自
の

見
守
り
隊
登
録
証
を
提
案
し
た

い
が
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長

　
検
討
し
た
い
。

議
員

　

あ
ん
し
ん
見
守
り
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
今
後

衣
服
に
貼
れ
る
ア
イ
ロ
ン
の
プ
リ

ン
ト
の
ネ
ー
ム
シ
ー
ル
な
ど
提
案

し
た
い
が
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長

　

ニ
ー
ズ
が
ど
う
い
っ
た
も
の

が
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
含

め
て
研
究
し
て
い
く
。
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川
嶋 

朗
敬 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

問�

１
．
発
災
時
に
お

け
る
職
員
の
適
切
な

初
動
体
制
に
つ
い
て

議
員

　

勤
務
時
間
外
等
に
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
効
率
的
な
初

動
時
に
必
要
な
災
害
活
動
体
制

（
災
害
優
先
業
務
）
を
伺
う
。

清
田
町
長

　

長
柄
町
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
、
災
害
時
職
員
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
業
務
継
続
計
画
及

び
避
難
勧
告
等
の
判
断
基
準
・

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
災

害
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て

い
る
。

議
員

　

全
て
の
自
然
災
害
発
生
時

に
、
地
域
防
災
に
基
づ
い
た
行

動
を
、
全
て
の
職
員
が
と
る
こ

と
が
で
き
る
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
た

行
動
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
職

員
は
い
る
。

議
員

　

実
際
に
被
災
地
に
行
く
こ
と

や
被
災
者
の
話
を
聞
く
こ
と
な

ど
は
、
職
員
に
と
っ
て
重
要
で

あ
る
。
本
町
で
は
、
被
災
者
支

援
・
復
興
な
ど
に
携
わ
っ
た
職

員
に
よ
る
研
修
会
を
開
き
災
害

時
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
き

た
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

本
町
か
ら
は
、
宮
城
県
山
元

町
に
３
名
の
職
員
を
支
援
・
復

興
に
派
遣
し
た
。
研
修
会
な
ど

で
災
害
の
恐
ろ
し
さ
等
の
体
験

講
演
は
、
行
っ
て
い
な
い
。

議
員

　

優
先
業
務
に
重
点
を
お
い
た

緊
急
初
動
対
応
能
力
ア
ッ
プ
を

強
化
し
た
職
員
の
防
災
訓
練
並

び
に
受
援
対
応
訓
練
の
円
滑
な

業
務
遂
行
を
伺
う
。

清
田
町
長

　

業
務
継
続
計
画
及
び
避
難
勧

告
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
職
員
が

よ
く
理
解
し
、
災
害
時
に
円
滑

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
ご
指
摘
の
訓
練
に
つ

い
て
も
、
今
後
、
実
施
し
て
い

き
た
い
。

問�

２
．
災
害
時
に
お

け
る
要
援
護
者
の
避

難
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て

議
員

　

災
害
時
要
援
護
者
の
名
簿
登

録
者
数
を
増
や
す
手
立
て
を
伺

う
。

※�

要
援
護
者
…
災
害
時
に
自
力

で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

支
援
を
要
す
る
方
（
高
齢

者
、
障
が
い
者
等
）

清
田
町
長

　

一
昨
年
か
ら
民
生
委
員
の
属

す
る
自
治
会
以
外
の
地
区
に
民

生
委
員
協
力
員
を
設
置
し
た
。

加
え
、
自
治
会
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
の
地
域
住
民
の
協
力

を
得
な
が
ら
本
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

議
員

　

災
害
時
に
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実

現
さ
せ
、
現
状
に
即
し
、
よ
り

正
確
な
情
報
を
把
握
し
た
本
町

の
要
援
護
者
対
象
者
に
占
め
る

登
録
者
数
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長

　

要
援
護
者
対
象
者
数
は
、

１
，
４
４
９
人
に
対
し
、
登
録

者
数
は
、
66
人
で
あ
る
。

議
員

　

地
域
住
民
が
災
害
時
要
援
護

者
の
状
況
・
情
報
な
ど
の
把
握

を
共
有
す
る
手
立
て
を
伺
う
。

清
田
町
長

　

提
出
さ
れ
た
要
援
護
者
の

情
報
は
、
自
治
会
を
は
じ
め
関

係
機
関
へ
開
示
す
る
こ
と
と
な

る
。
定
期
的
に
台
帳
の
更
新
を

行
い
適
切
な
情
報
管
理
に
努
め

て
い
る
。

議
員

　

災
害
時
に
要
援
護
者
の
居

場
所
を
早
期
に
特
定
し
、
人
命

を
守
る
た
め
に
要
援
護
者
分
布

地
図
（
福
祉
マ
ッ
プ
）
を
作
成

し
、
民
生
委
員
の
負
担
軽
減
を

踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
検
討
業

務
を
遂
行
し
て
き
た
か
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長

　

福
祉
マ
ッ
プ
は
作
成
し
て
い

な
い
。

議
員

　

災
害
時
要
援
護
者
を
支
援
す

る
支
援
者
が
少
な
く
、
安
否
確

認
、
避
難
誘
導
な
ど
の
体
制
を

整
え
る
手
立
て
を
伺
う
。

清
田
町
長

　

地
域
防
災
力
の
向
上
と
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
急
務
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

特
に
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
つ

い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
指
南

役
と
し
て
、
ま
た
、
要
援
護
者

と
支
援
者
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
も
、
防
災
訓

練
な
ど
を
通
じ
地
域
防
災
力
の

向
上
と
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努

め
て
い
き
た
い
。
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山
根 

義
弘 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

問�

１
．
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営

に
つ
い
て

議
員

　

「
な
が
ら
温
泉
」
の
浴
場
使

用
料
に
つ
い
て
、
高
齢
者
や
身

体
障
害
者
等
の
負
担
軽
減
を
望

む
声
が
あ
り
、
減
免
措
置
を
検

討
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

清
田
町
長

　

障
害
者
手
帳
を
有
す
る
方
や

被
生
活
保
護
世
帯
の
方
に
お
い

て
は
、
減
免
の
対
象
と
な
る
よ

う
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
に
諮
り
、
条
例
の
整
備
を
図

り
た
い
。
高
齢
者
の
減
免
措
置

に
つ
い
て
は
、
施
設
運
営
に
要

す
る
財
源
確
保
と
受
益
者
負
担

の
原
則
に
よ
り
、
引
き
続
き
ご

負
担
を
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

　

浴
場
施
設
の
増
改
築
を
望
む

利
用
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
浴

槽
の
増
築
、
あ
る
い
は
露
天
の

設
置
に
つ
い
て
提
案
す
る
が
い

か
が
か
考
え
を
伺
う
。

清
田
町
長

　

施
設
の
利
用
目
的
や
整
備
を

行
う
た
め
の
費
用
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
す
る
と
難
し
い
。

問�
２
．
奨
学
基
金
の

運
用
に
つ
い
て

議
員

　

当
該
基
金
は
、
近
年
に
お

い
て
運
用
実
績
が
な
く
、
ま
た

時
代
の
推
移
と
共
に
、
今
後
と

も
運
用
は
極
め
て
低
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

「
町
奨
学
基
金
の
設
置
管
理
及

び
処
分
に
関
す
る
条
例
」
の
見

直
し
を
は
じ
め
、
何
ら
か
の
有

効
的
な
措
置
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

清
田
町
長

　

最
後
の
貸
し
付
け
が
平
成

20
年
3
月
と
い
う
こ
と
で
、
こ

こ
10
年
間
、
貸
し
付
け
の
実
績

が
な
い
。
今
後
、
貸
付
条
件
の

変
更
と
周
知
の
仕
方
の
工
夫
を

し
、
こ
れ
か
ら
の
長
柄
町
を
支

え
て
い
く
子
供
た
ち
の
た
め
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　

今
ま
で
ど
の
よ
う
な
方
法
で

周
知
し
て
き
た
の
か
伺
う
。

学
校
教
育
課
長

　

高
校
生
が
対
象
と
い
う
こ
と

で
、
中
学
卒
業
時
に
紙
媒
体
に

お
い
て
、
お
知
ら
せ
し
て
募
っ

て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
数
年
間

は
そ
れ
も
行
わ
れ
て
い
な
い
の

で
、
貸
付
範
囲
の
拡
大
と
と
も

に
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
周
知
の
仕
方

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員

　

借
り
受
け
需
要
が
見
込
ま
れ

な
い
場
合
は
、
奨
学
基
金
制
度

の
廃
止
を
行
う
と
と
も
に
基
金

で
は
な
い
新
た
な
奨
学
制
度
の

設
立
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
伺
う
。

学
校
教
育
課
長

　

皆
様
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
関
係
各
課
の
中
で
調
整

し
、
よ
り
よ
い
奨
学
制
度
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問�

３
．
市
町
村
合
併

に
つ
い
て

議
員

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

社
会
に
お
い
て
、
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
新
た
な
市

町
村
合
併
の
模
索
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
い
か
が
か

伺
う
。

清
田
町
長

　

合
併
問
題
は
避
け
て
は
通
れ

な
い
道
と
認
識
し
て
い
る
。
郡

市
の
8
つ
目
の
自
治
体
と
言
え

る
「
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏

組
合
」
が
機
能
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
見
え
て
こ
な
い
デ
メ
リ
ッ

ト
の
部
分
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
と
７
人
の
首
長
で
意
見
を
出

し
合
い
、
議
論
を
継
続
す
る
こ

と
こ
そ
が
肝
要
で
あ
り
、
ひ
い

て
は
我
が
長
柄
町
の
町
民
に

と
っ
て
何
よ
り
大
事
な
こ
と
と

思
っ
て
い
る
。

　

「
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
」
の
課
題
を
受
け
、
今
後
も

内
と
外
、
と
も
に
情
報
感
度
を

高
め
つ
つ
、
機
を
逸
す
る
こ
と

な
く
し
っ
か
り
と
広
域
行
政
に

あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

　

地
方
創
生
を
成
し
遂
げ
る
た

め
に
は
近
隣
市
町
村
と
の
合
併

論
議
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

清
田
町
長

　

近
隣
市
町
村
と
の
合
併
論
議

に
つ
い
て
は
、
議
員
の
ご
意
向

と
同
じ
く
必
須
と
い
う
立
場
で

あ
る
。
機
を
逸
せ
ず
対
応
し
て

い
き
た
い
。
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あなたも議会を傍聴しませんか
（次回定例会は平成３０年１２月１０日（月）からの予定です。）
議会本会議の会議録を長柄町ホームページにて公開していますので、是非ご覧ください。
町民の皆様方のご意見、ご要望等ありましたら議会事務局までご連絡いただければ幸いです。

【問い合わせ先】　議会事務局　☎３５－２４３８

編 集 後 記
西日本豪雨及び北海道胆振東部地震により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。被災地の一日
も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。
また、今夏の猛暑は気象庁によると災害的な暑さであるという報道発表があったとおり、自然の脅威が今
まで以上に身近に感じた年ではなかっただろうか。
では、起こりうる災害に対してどうすれば防災、危機管理の向上につながるのだろうか。
そのためには防災意識を高めるための取組みが重要である。
「ひと」は、無意識に自分は安全だと思い込みをしている人が多いのではないか。
議員としては本会議での質疑、提案等を介して危機管理の重要性を訴えていくこと、公助には限度がある
ため共助（安否確認等をするには近隣の「ひと」の力が大切である。）の構築の強化も必要である。
「ひと」のつながりによる災害に強いまちづくりを推進していくことが求められている。

結びに、議会広報編集特別委員６名は本議会報を媒体として、町民が主役の「より開かれた議会」を目指
すと共に、議会活動等の情報提供に努め、これからも町民の皆様の声をお聞きしながら「協働のまちづくり」
の一助に資するよう議会報を編集して参ります。

議会広報編集特別委員会

人事案件
同意第1号　副町長の選任について
　欠員となっている長柄町副町長に田中武典氏（市原市）を選任することに同意を求めるものです。

同意第2号　教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
　現職の大野正己氏（刑部）が本年11月10日で任期満了となるため、新たに篠田孝行氏（大津倉）を教育
委員に任命することに同意を求めるものです。

第3回臨時会　議案等審議結果一覧
議員名

議案名

結　果 川
嶋
朗
敬

鶴
岡
喜
豊

池
沢
俊
雄

三
枝
新
一

山
﨑
悦
功

本
吉
敏
子

山
根
義
弘

古
坂
勇
人

関
民
之
輔

神
崎
好
功

星
野
一
成

月
岡
清
孝

議決
結果

賛
成
反
対

同意第1号 副町長の選任について 原案同意 11 0 無記名投票による採決 ―

同意第2号 教育委員会委員の任命につき同意を
求めることについて 原案同意 11 0 無記名投票による採決 ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

平成30年長柄町議会第3回臨時会は、10月22日の1日を会期として開催されました。提出された案件は、
同意 2件で原案のとおり同意されました。

第３回  臨 時 会
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